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 直接作用によるのか或いは榎津皮質を刺戟することによって,そこから分泌された男雛ホルモン
 舶来するかの決定は将来にまたねば宏らなミハ。なかコーチゾンはX層を維持乃至肥大させるが
 それはAOTH分離制によるものであろうことが考えられた。ヒニの研究の成;果はストレス下の生
 体ホルモγ環境にX暦も動員されることを物語り》そ'れは胎児新生児副腎皮質の厚さの鮪を占め
 、あ胎児性皮質の機能に鑑みて重要た意義をもつものと考えられる。
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 審査結果の要旨
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 木研究は副腎x層のストレスに対する態度につい七・,マウスを用いた実験的研究である。即
 ちδd系54匹の処女雌マウスについて・フォルマリン投与・飢饅状態などのストレス下にか
 ける副腎X層は萎縮現象を起すこと,同様な変化はACTH投与にてもみとめられることを明
 ら扱くレた。更に前処置として卵巣摘出,ま飼ま下垂体摘繊のマウスにお・いても,前述のストレス
 またはACTH投一与により副腎X履の萎縮現象がみられることをたしかめている。
 以上の結果からx屡はAGTHまたは諸種ストレスにより退縮すること,そしてその状態は
 生理的にみられる退縮現象と似ておりその発蛋機転として,AGTH以外の下垂体ホルモン,
 もしくは卵巣ホルモンを介するものではないことを明らかにした(ものである。
 したがって本論交は学位を授与するに緬値あるものと判定するQ
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